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index ‘k’を Quemadaの式により算出した。 
全例中、脂質代謝異常（LDL-C > 140mg/dL, TG > 150mg/dL, HDL-C < 40mg/dL）が
49例（38％）認められた。脂質代謝異常合併例では非合併例よりも有意に SdLDL-Cが高
かった(P<0.001)。また、血液粘性は脂質代謝異常合併例では非合併例に比べて有意に高か





クリット (r=0.775,p<0.001)、血漿粘性 (r=0.235,p=0.008)、HOMA-IR (r=0.275,p=0.002)
















低下に影響するという報告があり、酸化 LDL になりやすい SdLDLの上昇は赤血球変形能
に関連する可能性がある。したがって、SdLDL が血液粘性に関係するメカニズムとして、
赤血球凝集と赤血球変形能に対する影響が考えられる。血液粘性の上昇は、糖尿病、高脂
血症などの動脈硬化性疾患でも報告され、血管壁へのずり応力の亢進や末梢循環障害を介
して心血管障害の発症・進展への関与が推定される。今回の検討で、未治療本態性高血圧
症において血液粘性は脂質代謝との間に関連があり、脂質代謝の中では、特に SdLDLの増
加が血液粘性の亢進に影響が大きいことが明らかになった。これらの結果は、脂質異常症
を合併した本態性高血圧症の SdLDLに対する治療的介入が血液レオロジーの異常を正常
化し、その結果、心血管系病態進展を防げる可能性を示唆している。 
  
